
 

 

  

 

 

１．海洋立国日本の推進に関する特別な功績 分野 

普及啓発・公益増進 部門 

団体名称 江
え

戸
ど

っ子
こ

1号
ご う

プロジェクト 

功績の概要 
深海を身近に引き寄せた純国産探査
機の開発 

功  績  事  項 

１．下請け体質の打破を目指した町工場の提案が発端となり、前例のない挑戦がスタート

した。独自の技術を持つ中小企業等の連携により開発された海洋探査機は、2013 年 11

月、世界初となる水深約 8,000ｍ海域での深海魚の３Ｄハイビジョン撮影に成功し、

深海生物の採取も行った。同機には、指先に自動車が乗るほどの高い水圧に耐える特

殊なガラス球、電波を通すゴムの実用化による球体間の無線通信、ガラス球越しの３

Ｄ画像の歪みを補正する技術等、独自の知恵が結集されている。 

低廉化・簡便化を果たした無人探査機は、専門家以外は全く手が出せなかった深海

を、手軽に調査できる場所に引き寄せた。また、音を出さない探査機により、音に敏

感な魚類等の詳細観察が可能となり、海洋研究の観察分野を広げ、より多くの人々に、

海洋を知る機会を提供した。 

 

２． 海洋とは無縁の中小企業や大学が、海洋技術という新たな世界に飛び込み、海洋産業

の裾野をさらに広げた。地域金融機関の橋渡しにより、産学官金の連携体が組成され、

実現に向けた工程管理のもと、試作、実験、品質再構築、信頼度確認を重ね、総力を

結集した探査機が開発された。プロジェクトの進展につれ、趣旨に賛同する多数の企

業・個人が加わった。地域を超えて連携が拡大し、ものづくりと海洋を軸とする大き

なネットワークに発展している。 

 

３． テレビや新聞等多くの取材や報道を通じて、国民各層の海洋への理解促進に貢献した。

また、プロジェクトの活動を紹介した児童書等が発行された。未来を担う科学技術人

材の育成のため、各方面で

指導を行っている。 

実機製作や実海域実験

も含む同プロジェクトを

通じて、最先端の施設や専

門性を有する大学・研究機

関と、人的・時間的制約の

厳しい中小企業とのコー

ディネートを得意とする

人材が育成されている。 
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１．海洋立国日本の推進に関する特別な功績 分野 

普及啓発・公益増進 部門 

氏名又は 

団体名称 窪寺
く ぼ で ら

 恒
つね

己
み

 年齢 62 

 

所 属 国立科学博物館標本資料センター 

功績の概要 
ダイオウイカの調査・研究を通じた深海
生物に関する普及啓発 

功  績  事  項 

１． 38 年余りを通じて頭足類（イカ・タコ類）の分類学、

生態学的研究に精力的に取り組み、17 の新種を発見

するとともに、食物網における頭足類の重要性を学

術誌や博物館展示・教育活動等を通じて普及啓発し

てきた。特にマッコウクジラとダイオウイカの関係

に着目し、2002 年より小笠原父島沖で調査を開始

し、2004 年には世界初となるダイオウイカの連続静

止画の撮影に成功、2006 年には海面での動画撮影に 

成功した。そして、2012 年には NHK 共同プロジェクトに参画し、自ら潜水艇に乗り込

み、人類で初めて深海で生きたダイオウイカとの遭遇を果たした。 

 

２． これらダイオウイカに関する一連の成果は、学術誌等

に発表されるとともに国内外の新聞、テレビ等のマス

メディアや、インターネット等を通じて世界中に広く

紹介され、専門分野の研究者のみならず一般の人々に

大変な驚きを与えた。特に 2013 年 1 月に放送された

NHK スペシャル「深海の超巨大イカ」の視聴率は

16.8％に達し、ドキュメンタリー番組としては最高の

記録を達成した。また国内だけでなく、この番組の英語 

バージョンが製作され、欧米各国で放送されており、 

世界中の青少年の深海生物への興味を引き起こす大きなうねりを作っている。 

 

３． また、2013 年夏に国立科学博物館で開催された特別展

「深海」の立案者として、海洋研究開発機構の藤倉博士

とともに企画・監修・図録編集を担当した。この特別展

では、深海探査の歴史から最新の研究成果まで、子供か

ら大人まで深く分かりやすく伝えることを目的として

開催され、三か月の開催期間で 59 万 3 千人余りの来場

者を迎えた。その他、2013 年の新語・流行語大賞の候

補に「ダイオウイカ」がノミネートされるなど、ダイ 

オウイカや深海に対する国民の関心を高めることに貢献している。  

深度 630ｍで観察されたダイオウイカ

潜水艇トライトンの内部 

特別展「深海」の会場の様子
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